
 

平成３０年度 中伊豆中学校 後期校内研修 

～新学習指導要領の具現化に向けて～ 
「主体的・対話的で深い学び」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｐ 

【単元のゴールに向けて、目指す生徒の姿】 

○知識・技能を活用し、考える生徒  
○根拠を明確にし、考えを伝え合う生徒 

A 

D 
対話的な授業 
考えの深まり
と協働 
振り返り 

 
考えを持つ 

学び合う 

生徒の学習状況や評価から単元を構想し、修正を加え次時へ 

何が分かるようになるか 

何ができるようになるか 

・生徒理解 ・教材分析 

・教科横断的な視点 
・人的・物的資源の活用 
 地域教材の開発 

【授業づくりの視点】 

主体的に学び合う単元構想 

 
  必要感のある課題設定 

  どのような方法で達成度を評価するか 理 解 
〇新学習指導要領 

の理論理解 

(移行期の学び) 

〇目標 

学習内容の理解 

〇道徳科先行実施 

作 成 

〇必要感のある課

題提示の工夫 

〇系統的、横断的な

視点で授業作り 

〇本時の目標(付け

たい力)を生徒の

具体的な姿で明

確にする。 

〇本時の目標(付け

たい力)を確実に

身に付けさせる

ための手立てを

明確にする。 

○問いの生まれる

授業と多様な学

び合い 

聞く活動 

〇姿勢を意識 
「話は目で聞く」 
〇集中力の持続 
学習環境の整備 

伝える活動 

〇可視化を意識 
ユニバーサルデザ

インの導入 
〇考えを深める 
「比較・分類・関連」

からの根拠 
〇対話的な授業 
コーディネート 
ペア←→グループ 

書く活動の導入 

〇確かな表現 
根拠の明確化 
〇豊かな表現 
読書活動による語

彙力、想像力 
○肯定的な評価 
 

○身に付けたい力 

○認識の変容 

○単元のゴールの達成度 

情報の整理、明確な根拠 

※視点の明確化 

後期の努力点 

教材研究・研修

の充実 

 

前期の課題 

基礎学力の定着 

授業改善 

振り返る 
 意見交流 聞く姿勢 

考えの共有・深まり 

※確かな表現    
 自分の言葉で振り返る 

※新たな意味付け 

どのように学びに向かい、 

どのように学び合うのか 

次時の修正 

どのように学ぶか 

何が身に付いたか 

課題意識を持ち、主体的に学び合う 

どのような手立てをとったか 

～目指す生徒の姿に向けた単元構想、手立てを考える～ 

単元のゴールに対して 

・生徒の自己評価 
・教員の学習評価 

C 

単元構想の修正 


